










われわれは昭和 60年 3 月末まで,できるだけ選別なしに 202 例の川崎病既往学童に撰択的

冠動脈造影を施行してきた。その内,11.4%に何らかの冠動脈病変を,6.9%にその閉塞性病変

を認めている。この間,神戸市の年間約 1,8 万人の小学 1年生に対する心臓検診で,本症の

既往率と心後遺症の検査状況を調査してきた。小学 1年生までの本症既往率は昭和 57 年度

より 60 年度へかけ,0.46%,0.48%,0.61%,0.60%と増加している。この内,心臓検診までに本

症の心後遺症があるのがわかっている率も,60 年度には 11.2%と上述のわれわれの値と近

くなっている。これは既往児に対する心後遺症の検査率が 60 年度には心臓検診までに

86.9%に達していた結果と考えられた。つまり,心臓検診までに冠動脈造影がなされたもの

と本症発症早期に断層心エコ一図検査がなされたものの和が 57年度より 60 年度へかけて

36.8%,42.2%,50.4%,56.0%と増加し,これらに本症既往遠隔期でもよいから断層心エコー図

検査が心臓検診までに施行されていたものを加えると,45.2%,58.8%,71.1%,86.9%となった。 


